職種：製造　　職務：出荷検査・梱包・出荷
【概要】

製造工程に続いて、製品の最終出荷検査を行い、製品を保護・保管するため、各種の材料で包装した後、出荷作業及び管理を行う。

【仕事の内容】

出荷検査・梱包・出荷の仕事を作業内容別に見ると、最初の出荷検査では、製品の外観検査によって損傷などを確認し、製品の種類、数量が合っているか、梱包・出荷製品の明細と製品本体の整合を行っている。次に、個装、製函・組立、箱詰・内装、封函・結束・表示など梱包を行い、これらのパターンは、製品の種類、流通段階などにより異なる。梱包・包装作業には、比較的容易な包装作業から、機械操作を含む難易度の高い作業まで様々な仕事がある。また、方面別仕分を行う。
【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、経験や公的資格は特に必要とされないが、経験者採用の際は、当該業務における専門知識やスキル、資格などが問われることが多い。

（2） 技能検定（工業包装）の資格（１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 一般の梱包作業には軽作業が多いものの、それでも力仕事もあるため、健康な身体が第一条件になる。また、比較的単調な仕事の繰り返しの中で一定の作業能率を維持させなければならないことから、忍耐力と手先の器用さが必要である。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定：工業包装職種（工業包装作業）（１級・２級）［厚生労働省］
【労働省職業分類（小分類）との対応】

２７２　　出荷・受荷係事務員

４９９　　他に分類されない運輸の職業　

５５　　　金属加工の職業
７２８　　包装工

７９５　　荷造工

